
在来種 を取り入れよう！
なぜ在来種？？

例えば・・・河原や法面緑化に用いられるカワラナデシコ。

外来種の影響により、絶滅の危機に瀕しています！！

身近な環境を守るためにも在来種を絶やさぬよう

取り組んでいます。

カワラナデシコ オオキンケイギク

※現在、オオキンケイギクは既存の生態系に悪影響を及ぼすとして、

特定外来種に指定され撤去が進められています。

また、販売、栽培、輸出入等も禁止されています。

地球上には1000万以上の種類の生き物がいると考えられ

ひとつひとつの生き物はお互い関わりながら生きており、

生態系ピラミッドを構成しています。

特定の生き物が増えすぎたり減りすぎると、

生態系のバランスが崩れてしまいます。

※上記は写真は名古屋近郊で自生するネイティブプランツの一例です。

豊造園では、地域の生態系を守るためにも

在来種を取り入れています。

ガクアジサイエゴノキ

シャガ カンツバキ

ニシキギ

ユキノシタテイカカズラ

ウツギ

コブシ マンサク

取組み２

ネイティブプランツ


